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磐

末
期
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る

『真
名
本

曽
我
肱
諭
』
(以
下

「真
名
杢

と
略
記
す
る
)
は
、
建
久
四
年

(
=

九
三
)
五
月
其

日
、
富
士
野
の
巻
狩
に
お
い
て
、
曽
我
十
郎
祐
成

・
五
郎
時
致
兄
弟
が
亡
き
父
の
敵
工
藤
祐
経
を
殺
害
し
た
歴
史
上

の
事
件
を
素
材
に
、
「
語

り
」
や

「唱
導
」
の
要
素
を
取
り
込
み

つ
つ
作
ら
れ
た
文
学
作
品
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
当
然
、
文
学
作
品
と
し
て
の
虚
構
が
張
り
め
ぐ
ら
さ

れ

て
い
る
が
、
他
方
、
平
安
末

・
鎌
倉
初
期
の
東
国
社
会
の
実
態
を
反
映
し
た
と
考
え
ら
れ
る
内
容
も
随
所
に
み
ら
れ
る
。
流
人
時
代
の
源
頼

朝

の
動
向
を
語
る
史
料
が
乏
し
い
点
を
考
慮
す
る
と
、
「真
名
本
」
は
当
該
時
期
の
東
国
社
会
を
明
ら
か
に
す
る
貴
重
な
史
料

の
ひ
と

つ
で
あ

る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な

い
。

と
は
い
え
、
曽
我
兄
弟

・
工
藤
祐
経

・
伊
東
祐
親
ら

「真
名
本
」
に
登
場
す
る
人
物
に
つ
い
て
の
基
礎
的
な
情
報

は
、
必
ず
し
も
十
分
に
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
祐
経

・
祐
親
ら
の
生
年
が
い
つ
頃
か
、
河
津
三
郎

の
暗
殺
や
曽
我
兄
弟

の
敵
討
ち
の
時
に

何
歳
だ

っ
た
の
か
、
と

い
っ
た
極
め
て
基
本
的
な
情
報
も
明
確
に
な

っ
て
は
い
な
い
。
筆
者
は
、
曽
我
兄
弟
の
母
親

(以
下
、
「曽
我
の
母
」
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(
二
)

と
記
す
)
の
婚
姻

の
時
期
や
意
義
に
つ
い
て
考
察
し
た
前
稿

に
お

い
て
、
祐
経
の
年
齢
に
も
若
干
言
及
し
た
。
そ
こ
で
拠
り
所
に
し
た
の
は

「真
名
本
」
に
記
さ
れ
た
年
齢
表
記
な
ど
、
あ
ま
り
信
用
性
が
高
い
と
は
い
え
な

い
ご
く
わ
ず
か
な
情
報
と
、
時
代
状
況
な
ど
様
々
な
状
況
証

拠

で
あ

っ
た
。
そ
れ
故
、
屋
上
屋
を
架
す
議
論
に
終
わ
っ
た
感
も
な
い
わ
け
で
は
な

い
。
し
か
し
な
が
ら
、
平
安
末

・
鎌
倉
初
期
に
お
け
る
東

国
武
士
団
の
具
体
像
を
捉
え
よ
う
と
す
る
時
、
個
々
の
武
士
た
ち
の
年
齢
が
判
明
し
て
い
れ
ば
、
よ
り
い
っ
そ
う
明
確
な
イ
メ
ー
ジ
を
抱
く
こ

と

が
で
き
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
は
工
藤

・
伊
東

一
族

の
生
年
を
推
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
「真
名
本
」
の
主
要
な
登
場
人

物

の
人
物
像
を
明
確
化
す
る
と
と
も
に
、
東
国
武
士
た
ち
の
具
体
像
を
捉
え
る

一
助
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

曽
我
兄
弟
と
そ
の
実
父
母
河
津
三
郎

・
曽
我
の
母

ま
ず
、
史
実
と
し
て
確
か
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
敵
討
ち
事
件
が
起
き
た
建
久
四
年

(
=

九
三
)
当
時
の
曽
我
兄
弟
の
年
齢
で

あ

る
。
兄

の
祐
成
が
数
え
年

で
二
十
二
歳
、
弟
の
時
致
は
二
十
歳
で
あ

っ
た
と
い
う
か
ら
、
祐
成
の
生
年
は
承
安

二
年

(
一
一
七
二
)
、
時
致

は
承
安
四
年

(
=

七
四
)
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
「真
名
本
」
巻
二
に
よ
れ
ば
、
兄
弟
の
実
父
河
津
三
郎

は
安
元
二
年

(
=

七
六
)

に
三
十

一
歳
で
殺
さ
れ
た
と
い
う
。
「真
名
本
」
に
出
て
く
る
数
字
は
ほ
と
ん
ど
奇
数
に
統

一
さ
れ
て
お
り
、
三
十

一
歳
と

い
う
河
津
三
郎
の

享
年
も
正
確
で
あ
る
と
い
う
保
証
は
な
い
。
た
だ
、
遺
さ
れ
た

一
万

・
筥
王
の
曽
我
兄
弟
の
年
齢
が
五
歳
、
三
歳
で
あ
り
、
父
子
の
年
齢
差
と

し
て
は
妥
当
な
も
の
で
あ
る
。
河
津
三
郎
が
三
十

一
歳
で
世
を
去

っ
た
と
み
な
し
て
も
大
過
は
な

い
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
河
津
三
郎
の
生

年

は
久
安
二
年

(
=

四
六
)
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
前
稿
で
は

「真
名
本
」
巻
五
の
記
述
か
ら
、
曽
我
の
母
が
、
最
初
の
結
婚
相
手
で
あ
る
伊
豆
国
の
目
代
左
衛
門
尉
仲
成
と
の
問
に

一

男

一
女
を
も
う
け
た
の
が
仁
安
二
年

(
=

六
七
)
以
前
の
こ
と
、
仲
成
が
上
洛
し
て
し
ま

っ
た
た
め
、
河
津
三
郎
と
第
二
の
結
婚
を
す
る
に

至

っ
た
の
が
仁
安
二
年
を
程
経
ぬ
頃
の
こ
と
、
と
い
う
結
論
を
得
た
。
彼
女
が
河
津
三
郎
よ
り

一
・二
歳
ほ
ど
年
下

の
久
安
三
年

(
=

四
七
)



か
同
四
年

の
生
ま
れ
で
あ

っ
た
と
す
れ
ば
、
仲
成
と
の
問
子
ど
も
の
出
産
は
二
十
歳
前
後
、
祐
成
を
二
十
五
・六
歳
、
時
致
は
二
十
七
・八
歳
で

産
ん
だ
こ
と
に
な
る
。
出
産
年
齢
と
し
て
不
自
然
で
は
な

い
。
そ
の
後
、
彼
女
は
安
元
二
年
に
河
津
三
郎
と
死
に
別
れ
る
が
、
こ
の
推
定
に
従

え
ば
、
そ
れ
は
二
十
九
歳
か
三
十
歳

の
時

の
こ
と
に
な
る
。
同
じ
く
伴
侶
を
失

っ
て
い
た
曽
我
祐
信
と
の
第
三
の
結
婚
に
も
、
そ
の
年
齢

で
あ

れ
ば
特
段
の
支
障
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
曽
我
兄
弟
と
そ
の
実
父

・実
母
の
生
年
は
、
祐
成
が
承
安
二
年

(
一
一
七
二
)
、

時
致

が
承
安
四
年

(
一
一
七
四
)、
河
津
三
郎
が
久
安
二
年

(
=

四
六
)、
曽
我
の
母
が
久
安
三
・四
年

(
一
一
四
七

・八
)
で
あ

っ
た
と
推
定

し
て
お
き
た
い
。

ニ

工
藤
祐
経
と
そ
の
父
伊
東
祐
継
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「
真
名
本
」
巻

一
に
よ
れ
ば
、
伊
東
祐
継
が
四
十
三
歳
で
病
死
し
た
時
、
子
息
の
金
石
す
な
わ
ち
工
藤
祐
経
は
九
歳

で
あ

っ
た
と

い
う
。
父

子
の
年
齢
差
三
十
四
歳
は
、
祐
経
が
長
子
で
あ

っ
た
と
す
る
と
、
や
や
開
き
が
あ
る
よ
う

に
も
思
わ
れ
る
が
、
あ
り
得
な
い
こ
と
で
は
な
い
。

ま
た
、
祐
経
が
祐
親
に
連
れ
ら
れ
て
上
洛
し
、
久
須
美
荘
の
領
家
平
重
盛
に
拝
謁
し
た
の
は
十
四
歳
の
秋
の
頃
、
武
者
所
の

一
萬
に
昇

っ
た
の

は
二
十

一
歳
の
時
で
あ

っ
た
と

い
う
。
「真
名
本
」
は
祐
経
の
年
齢
の
み
を
記
し
、
年
号
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な

い
。
し
か
し
、
前
稿
で
は
、

「小
松
内
大
臣
重
盛
其
比
御
訓
在
大
納
言

一入
二見
参

一」
と

い
う

「真
名
本
」
巻

一
の
記
述
、
す
な
わ
ち
祐
経
の
平
重
盛

へ
の
拝
謁
が
、
重
盛
が

大
納
言
で
あ

っ
た
頃
と

い
う
こ
と
を
手
が
か
り
に
、
十
四
歳
の
祐
経

の
上
洛
を
仁
安
二
年

(
一
=
ハ
七
)
の
秋
の
こ
と
と
結
論
付
け
た
。
こ
の

年
の
二
月
に
は
平
清
盛
が
従

一
位
太
政
大
臣
の
地
位
に
昇
り
、
重
盛
は
権
中
納
言
か
ら
権
大
納
言
に
昇
任
し
て
い
る
。
平
重
盛
家
を
領
家
と
仰

ぐ
祐
親
が
、
そ
の
祝
賀
の
意
味
も
込
め
て
上
洛
を
企
て
る
に
は
ふ
さ
わ
し
い
時
期
と
い
え
る
。

仁
安
二
年
に
十
四
歳
で
あ

っ
た
と
す
れ
ば
、
祐
経
の
生
年
は
久
寿
元
年

(
=

五
四
)
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ

の
祐
経
が
二
十

一
歳
に
達

す
る
の
は
承
安
四
年

(
=

七
四
)
で
あ
る
。
「真
名
本
」
巻

一
に
よ
れ
ば
、
そ
の
頃
、
祐
経
は
武
者
所
の

一
萬
と
し

て
在
京
し
つ
つ
訴
訟
を
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展
開
し
、
係
争
中
の
所
領
は
半
分
ず
つ
知
行
せ
よ
と
い
う
本
家

・
領
家
の
裁
定
を
得
た
と
い
う
。
こ
の
裁
定
に
不
満
を
覚
え
た
祐
経
は
、
駿
河

国
の
船
越
氏

・
吉
川
氏
な
ど
を
味
方
に
引
き
入
れ
て
祐
親
父
子
の
殺
害
を
計
画
す
る
が
、
祐
親
に
察
知
さ
れ
て
都
に
戻
ら
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
。

そ
の
後
、
祐
親
は
祐
経
に
嫁
が
せ
て
い
た
次
女
の
万
劫
を
奪

い
返
し
、
早
川
遠
平
に
再
嫁
さ
せ
て
し
ま
う
。
所
領
だ
け

で
な
く
妻
ま
で
奪
わ
れ

た
祐
経
は
、
伊
豆
国
大
見
荘
に
潜
伏
し
、
安
元
二
年

(
=

七
六
)
、
河
津
三
郎
を
暗
殺
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
、
こ
う
し
た

祐
経
や
祐
親
の
動
き
を
証
す
る
史
料
は

「真
名
本
」
以
外
に
残
さ
れ
て
は
い
な
い
。
た
だ
、
承
安
四
年
か
ら
安
元
二
年
ま
で
の
あ
し
か
け
三
年

と
い
う
歳
月
は
、
「真
名
本
」

の
叙
述
す
る
よ
う
な
出
来
事
が
進
行
し
て
い
た
期
間
と
し
て
、
必
ず
し
も
不
適
切
な
も

の
で
は
な
い
と
考
え
る
。

現
状

で
は
、
以
上
の
結
論
を
積
極
的
に
否
定
す
る
材
料
が
出
て
こ
な

い
こ
と
か
ら
、
祐
経
の
生
年
を
久
寿
元
年

(
=

五
四
)
、
三
十
四
歳
年

長
の
父
祐
継
は
保
安
元
年

(
=

二
〇
)
と
推
定
し
て
お
き
た

い
。
こ
の
場
合
、
建
久
四
年

(
=

九
三
)、
曽
我
兄
弟
に
殺
害
さ
れ
た
時
に

祐
経
は
四
十
歳
の
壮
年
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

三

伊
東
祐
親
と
そ
の
長
女

「真
名
本
」
に
は
曽
我
兄
弟

の
祖
父
伊
東
祐
親
の
年
齢
に
関
す
る
記
述
が
な

い
。
し
か
し
、
「真
名
本
」
巻

一
に
祐
親

の
祖
父
寂
心
が
祐
継
を

嫡
子

に
立
て
て
伊
東
荘
を
譲
り
、
孫
で
あ
る
祐
親
を
次
男
に
立
て
て
河
津
荘
を
譲

っ
た
と
の
記
述
が
あ
る
。

つ
ま
り
、
祐
親
は
祐
継
よ
り
年
下

だ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
あ
り
、
先
の
祐
継
の
生
年
推
定
に
従
え
ば
、
保
安
二
年

(
=

二

一
)
以
降
の
生
ま
れ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ま

た
、
「真
名
本
」
巻
二
に
よ
れ
ば
、
祐
親
の
長
女
は
三
浦
義
澄
の
妻
で
あ

っ
た
と

い
う
。
義
澄
は
、
『吾
妻
鏡
』

正
治
二
年

(
一
二
〇
〇
)

正
月

廿
三
日
条
に
よ

っ
て
、
享
年
七
十
四
歳

で
死
去

し
た
こ
と
が
わ
か

っ
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
逆
算

す
る
と

そ
の
生
年
は
大
治

二
年

(
一
一
二
七
)
に
な
る
。
前
稿
で
は
、
三
浦
氏

・
伊
東
氏

・
畠
山
氏
ら
の
婚
姻
政
策
を
、
武
蔵
国
に
お
け
る
軍
事
的

.
政
治
的
情
勢
、
平
治

の

乱
に
よ
る
情
勢

の
劇
的
変
化
と
関
連
さ
せ
て
考
察
し
、
義
澄
と
祐
親
長
女
の
結
婚
を
平
治
の
乱
後
さ
ほ
ど
時
を
経
ぬ
頃
、
つ
ま
り
義
澄
が
三
十
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代
半
ば

の
頃
だ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。

と
こ
ろ
で
、
「真
名
本
」
巻
五
に
よ
れ
ば
、
義
澄
は
父
方
の

「伯
母
智
」
で
あ

っ
た
と

い
う
か
ら
、
祐
親
長
女
は
河
津
三
郎

の
姉
だ

っ
た
の

で
あ
ろ
う
。
先
の
河
津
三
郎
の
生
年
推
定
に
従
え
ば
、
彼
女
は
久
安
元
年

11
天
養
二
年

(
=

四
五
)
以
前
の
生
ま

れ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

十
代
後
半
か
ら
二
十
歳
に
か
け
て
義
澄
と
結
婚
し
た
こ
と
に
な
り
、
夫
婦
間
に
や
や
年
齢
の
開
き
が
あ
る
感
も
す
る
が
、
あ
り
得
な
い
こ
と
で

は
な

い
。
こ
こ
か
ら
、
長
女
の
生
年
は
康
治
年
間

(
=

四
二
～
四
四
)
か
ら
天
養
年
間

(
一
一
四
四
～
四
五
)
あ
た
り
だ

っ
た
と
推
定
し
て

お
き
た
い
。
そ
の
場
合
、
祐
親
が
保
安
二
年
以
降
の
保
安
年
間

(
=

二

一
～
二
四
)
の
生
ま
れ
で
あ

っ
た
と
考
え

る
と
、
長
女
の
誕
生
は
彼

が

二
十
代
前
半
の
こ
と
と
な
り
、
不
自
然
で
は
な

い
。
た
だ
し
、
祐
親
の
生
年
が
そ
れ
よ
り
下
れ
ば
下
る
ほ
ど
、
長
女
を
も
う
け
た
時
の
年
齢

が
若
く
な
り
、
無
理
が
出
て
く
る
。

一
方
、
兄
と
し
て
遇
せ
ら
れ
て
い
た
祐
継
と
の
年
齢
差
が
少
な

い
ほ
ど
、
祐
親
は
対
抗
心
を
燃
や
し
た
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
保
安
二
年

～
五
年

(
=

二

一
～
二
四
)
生
ま
れ
と
み
な
す
の
が
妥
当
で
は
な
い
か
。
そ
う
で
あ

っ
た
と
す
れ
ば
、
祐
親
が
平
氏
政
権
の
勢
い
に
乗
じ
て

勢
力
を
拡
大
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
は
四
十
代
後
半
と
い
う
壮
年
期

の
こ
と
と
な
り
、
説
得
力
が
あ
る
。
祐
経
と
の
年
齢
差
も
三
十
歳
強
で
親

子
ほ
ど
の
違

い
が
あ
り
、
引
き
取

っ
て
育
て
た
こ
と
も
、
所
領
相
論
が
進
行
す
る
中
で
祐
経

の
優
位
を
許
さ
な

い
手
腕
を
ふ
る
っ
た
こ
と
も
肯

け
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
伊
東
祐
親

の
生
年
は
保
安

二
年
～
五
年

(
=

二

一
～
二
四
)
、
長
女
は
康
治
年
間

(
=

四
二
～
四
四
)
か
ら

天
養
年
間

(
一
一
四
四
～
四
五
)
で
あ

っ
た
と
推
定
し
て
お
き
た
い
。
こ
れ
に
従
え
ば
、
祐
親
は
河
津
三
郎
が
横
死

し
た
時
に
は
五
十
六
か
ら

五
十
九
歳
、
頼
朝

の
挙
兵
時
に
⊥ハ
十
か
ら
六
十
三
歳
、
寿
永
元
年

(
=

八
二
)
に
死
去
し
た
時
に
は
六
十
二
か
ら
六
十
五
歳
だ

っ
た
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
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平
安
末

・
鎌
倉
初
期
の
東
国
武
士
団
は
、
婚
姻
を
通
じ
て
網
の
目
の
よ
う
に
親
類
縁
者
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築

い
て

い
た
。
そ
の
婚
姻
が
い

つ
行

わ
れ
、
息
子
や
娘
た
ち
が
い
つ
生
ま
れ
た
の
か
と

い
う
問
題
は
、
武
士
団
同
士
の
結
合
の
時
期
や
勢
力
図
の
変
化

の
様
相
を
探
る
ひ
と

つ

の
手

が
か
り
に
な
ろ
う
。
し
か
も
、
婚
姻
や
出
産
、
と
く
に
出
産
に
は

一
定
の
年
齢
的
な
制
約
が

つ
き
も
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た
観
点
か
ら
そ

の
時
期
を
絞
り
込
む
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
第
1
節

・
第
3
節
の
推
定
作
業
は
、
こ
う
し
た
試
み
の
ひ
と

つ
で
あ
る
。
無
論
、
冒
頭
に
も
述
べ

た
よ
う
に
、
根
拠
と
す
べ
き
確
実
な
史
料
が
あ
ま
り
に
も
少
な
く
、
屋
上
屋
を
架
す
議
論
に
終
始
し
た
感
は
否
め
な
い
。
あ
る
意
味
で
は
、
「真

名
本
」
作
者
が
イ
メ
ー
ジ
し
た
各
人
物
の
年
齢
を
浮
き
彫
り
に
し
た
だ
け
で
あ

っ
て
、
現
実
の
年
齢

.
生
年
と
は
齪
齪

を
き
た
し
て
い
る
か
も

し
れ
な
い
。
と
は
い
え
、
「真
名
本
」
と

い
う
作
品
に
お
け
る
人
物
像
を
よ
り
明
確
化
す
る
と
い
う
点

で
は

一
定
の
役
割
を
果
た
し
得
た
と
考

え
る
。
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